
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

              

 

                                     

 

 

日 曜 ３月の行事予定 

1 木  

2 金 

あいさつ運動/お話会(５年) 

第４回ふれあい推進長会議 

委員会活動 

3 土 おやじの会「カレーパーティー」 

4 日   

5 月 清掃重点週間/中学生と語る会 

6 火 
６年生を送る会/第３回学校評議員会 

民生委員・児童委員連絡協議会 

7 水 元気アップタイム 

8 木 
５時間授業/６年７時間 

感謝の会 

9 金 クラブ活動  

10 土 自転車安全利用の日  

11 日  

12 月   

13 火 Ｂ日課 

14 水 Ｂ日課  

15 木 Ｂ日課/南中卒業式  

16 金 
Ｂ日課/あいさつ運動 

卒業式予行 

17 土   

18 日 家庭の日  

19 月 Ｂ日課５時間 

20 火 
Ｂ日課５時間/給食終了/大掃

除(12:50～13:35)/下校 13：45 

21 水 春分の日 

22 木 
３時間/卒業を祝う会 

卒業式準備 

23 金 
１～４年臨時休業日 

Ｃ日課４時間/卒業証書授与式 

24 土   

25 日   

26 月 
６年臨時休業日/Ｃ日課４時間

修了式 

27 火 ↓学年末休業日 

4/5 木 新６年準備登校(8:40～11:00) 

9 月 ３時間/１学期始業式/入学式 

 

 

平成２９年度   

 

「あいさつあふれ、光かがやく南の子」 

        学校教育目標 

       ○進んで表現できる子 ○心豊かに生きる子 ○たくましく元気な子 
 

  

 

 

 

 

心の強さ（オリンピックでの日本人選手の活躍から） 

 

今年の冬は本格的な積雪もあり、大変寒い日が続きました。しかし、まだ春本番というわけにはま

いりませんが、寒さの中にも柔らかな日差しが春の暖かさを感じさせる日も少しずつ増えてきまし

た。 

さて、今年の冬の話題は、何と言っても韓国の平昌で開催された冬季オリンピックではないでしょ

うか。連日のように日本人選手の活躍が報道され、私たちの胸を熱くさせました。そして、さらに私

たちの心を揺り動かしたのは、オリンピックに出場できたことやメダルを獲得したことなどの輝かし

い活躍の裏にある、チームや選手の様々な人生や思いというものでした。 

例えば、最後で逆転し銅メダルを獲得した女子カーリングチームです。緻密なゲーム構成、ショッ

トの正確さなど、カーリングという競技の面白さを私たちに教えてくれた日本代表チームですが、こ

のチームはキャプテンの本橋選手がそれまで在籍していたチームを離れて、一から立ち上げたチーム

であるとのことでした。最初は運営資金も不足しがちで、とても大変であったとのことです。 

また、男子フリースタイルスキーエアリアルの田原選手は、元々は体操選手だったそうです。アテ

ネオリンピックで金メダルを獲得した富田選手たちと同時期に活躍し、オリンピック選手候補だった

そうです。しかし、肩を負傷したため、体操競技を離れることを余儀なくされました。今回、田原選

手は、苦難を乗り越え、平昌オリンピックで別競技の選手として再び頂点を目指したのです。 

そして、オリンピック２連覇という偉業を成し遂げた羽生結弦選手です。オリンピックを目前にし

て右足を負傷してしまい、練習もできない状態が続いていました。試合後のインタビューでは、試合

に出られないかもしれない、スケートができなくなるかもしれないという不安もあったと語っていま

した。 

このように、各選手は様々な苦難を乗り越えて、日本代表としてオリンピックに出場していたので

す。それでは、何故選手たちは苦難を乗り越えることができたのでしょう。 

その答えが、羽生選手のコーチのブライアン・オーサー氏のインタビューでの言葉「彼のメンタルの

強さが障害を乗り越えさせた。」ということではないでしょうか。 

 何かを行ったり、何かを成し遂げようとしたりする時には、壁や障害というものは必ず現れます。

その壁を乗り越えるためにアスリートであれば、極限まで練習やトレーニングを行い、技術や体力を

高めるのでしょう。でも、最後に自分を支えるのは、「絶対にあきらめないという強い心」なのでは

ないかと思います。 

 今回のオリンピックの選手の皆さんの活躍から、「絶対にあきらめない 

という強い心が夢を叶える」という確かなメッセージを受け取ったように 

思うのです。 

 

来る３月２３日の第４３回卒業証書授与式、２６日の修了式をもちまして、平成２９年度の南小学

校での教育活動を終えることになります。中学生としての新たな道を歩み始める１２４名の卒業生、

伝統を引き継ぎさらに南小学校を発展させていく在校生、総勢７１９名の子供たちが、さらに大きく

成長し、活躍することを心から願っています。 

保護者の皆様、地域の皆様には、この一年間、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただきました

こと、そして力強く支えていただきましたことに、心から感謝申し上げます。平成３０年度につきま

しても、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 
 

南小学校だより ３月号 平成３０年２月２８日発行 

白 岡 市 立 南 小 学 校   

児童数 ７１９名 

文責 校長 山中 正志 

あの東日本大震災の発生から７年が過ぎようとしていま

す。児童・教職員計８４名が犠牲になった石巻市立大川小

学校では、２月２４日に閉校式が行われました。児童数の

減少により、４月から他の学校と統合されるそうです。 

最も安全で安心できる場でなければならない学校で、た

くさんの児童の命が失われてしまったことを、私たちは決

して忘れてはならないと思います。 

大川小学校の校歌の２番は「われらこそ あたらしい 

未来を ひらく」という言葉で締めくくられています。も

し津波が来なかったら、もし適切に避難できていたら、未

来をひらいたはずである犠牲となった皆さんの思いを、私

たちは胸に刻む必要があるのではないでしょうか。 

 

 

平成３０年度当初の主な予定をお知らせします。 

４月 ５日（木）新６年生準備登校 

  ９日（月）始業式・入学式 

 １０日（火）Ｂ日課４時間給食なし 一斉下校 

 １１日（水）給食開始 発育測定（４・５・６年） 

 １２日（木）県学力・学習状況調査（４・５・６年） 

       発育測定（みなみ・１・２・３年） 

       委員会活動 

１３日（金）Ｂ日課４時間給食あり 

１６日（月）１年生給食開始 

１７日（火）全国学力・学習状況調査（６年） 

２３日（月）学習参観・懇談会（５・６年） 

２４日（火）学習参観・懇談会（２・３・４年） 

２５日（水）懇談会（１年・みなみ） 

５月 １日（火）ＰＴＡ全体委員会 

 

校歌に込められた思いを 

 

「昔の遊び大会」 

・紙飛行機や紙風船、竹馬など、１年生の児童とたくさん

触れ合っていただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

地域や保護者の皆様との交流 

「ありがとう集会」 

・交通指導員、交通ボランティア、お話会、クラブ・カラ

ーガードの指導者、学校応援団ふれあい推進長の皆様、本

当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

「社会福祉協議会南支部主催 凧作り・凧揚げ大会」 

・各地区の皆様と一緒に凧作り・凧揚げを行いました。南

中学校の科学部と美術部の皆さんも参加し、子どもたちの

夢と希望をのせた凧が大空高く舞い上がりました。とても

貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

長縄跳び大会 


